
 日本語表現 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

表現の基本 ９ ４ １ １４ ４学年 

（２単位） 実践的な文章 ８ ５ １ １４ 

細 目 数 計 １７ ９ ２ ２８ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

漢字 漢字の成り立ち、音訓、熟語についての基本的知識

を理解する。 

Ａ 

ひらがな・カタカ

ナ 

漢字の成り立ちを踏まえた上で、ひらがな・カタカ

ナの性格を理解する。 

Ｂ 

文字と表記 

仮名遣いと送り

仮名 

正しい仮名遣いと送り仮名の付け方を理解し、漢字

の意味と読みを明確にすることができる。 

Ｂ 

日本語文法 語構成などから日本語の特色を理解し、正しい日本

語文法を身に付ける。 

Ａ 

修辞法 様々な修辞技法を学び、表現方法の多様性を理解す

る。 

Ａ 

語彙・語法 

語彙 熟語・同訓異義語・同音異義語など正確に理解し、

活用することができる。 

Ｂ 

 

ことわざ・故事成

語 

意味を理解し、正確に用いることができる。 Ａ ことわざ・故

事成語 

慣用表現 意味を理解し、正確に用いることができる。 Ａ 

文のしくみ 主語・述語・修飾語・独立語などの文の成分を見分

け、その構成を理解できる。 

Ｃ 

文章の種類 様々な文章様式を理解し、目的に応じた文章を書く

ことができる。 

Ａ 

文章の種類 

 

待遇表現 相手や場面に応じた待遇表現を身に付ける。 Ａ 

敬語法 

 

尊敬語・謙譲語 普通語に対応する尊敬語・謙譲語を理解し、用いる

ことができる。 

Ａ 

文学的文章 文学史 文学作品及び作者を文学史上に位置づけることがで

きる。 

Ｂ 

表現の基本 

 日本文化論 作品を通し、日本の文化に対する理解を深め、自分

の考えを持つことができる。 

Ａ 

形式 基本的な原稿用紙の書き方を理解する。 Ｂ 

表記符号 表記符号の用い方を理解する。 Ｃ 

原稿用紙の使

い方 

実践 原稿用紙の形式に則した正しい文章を書くことがで

きる。 

Ａ 

推敲の仕方 文章の訂正 

 

文中の不適切な表現や間違いを見つけ、適切な表現

に訂正することができる。 

Ａ 

構成方法 

 

文章構成の方法を理解し、論理的な文章を構築する

ことができる。 

Ｂ 

実践的な文章 

文章の構成 

論述方法 

 

論述方法を理解し、自分の考えを明確に表現および

伝達することができる。 

Ａ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

小論文 小論文の意義および形式を理解する。 Ａ 小論文の書き

方 実践 課題・目的を把握し、的確な論述ができる。 Ａ 

形式 手紙・はがきの形式を理解する。 Ｂ 手紙と事務文

章 表現方法 

 

形式とともに手紙に特有の語句・表現を理解し、正

しい手紙文を書くことができる。 

Ｂ 

形式 履歴書の意義および形式を理解する。 Ｂ 履歴書 

実践 

 

形式に則して、明確な主張をもった文章を書くこと

ができる。 

Ａ 

文学史 

 

文学作品及び作者を文学史上に位置づけることがで

きる。 

Ａ 

実践的な文章 

作品鑑賞 

鑑賞 作品を正確に読解し、それに対する賛同・批判など

自分自身の意見を持ち、かつ主張することができる。

Ａ 

 



 

 保健体育 の基礎基本 
 

１． 細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

基礎的な動き ３ ０ ０ ３ 

実 技 ８４ ４５ １７ １４６ 

４年生 

(男女) 

１単位 理論 １０ ２ ０ １２ 

細 目 数 計 ９７ ４７ １７ １６１ 

 

２． 分類とそれらの内容 

１／５ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

基礎的 

な動き 

 

ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 

運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(男子1500ｍ、女子1000m)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ

投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

(選択制) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

基本技能（攻撃) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本技能（守備）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

・投手の投球をﾊﾞﾝﾄ:ｼｮｰﾄﾊﾞﾝﾄ 

             :ﾌﾟｯｼｭﾊﾞﾝﾄ 

             :ｽｸｲｽﾞﾊﾞﾝﾄ（悪球でもﾊﾞﾝﾄ) 

・ﾌﾘｰﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ:ｽﾛｰﾎﾞｰﾙやｽﾋﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾙの打撃 

・ｺｰｽを打ち分けるﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ 

             :内角球は身体の前でﾎﾞｰﾙをとらえて左に 

  :真ん中は本塁上でﾎﾞｰﾙをとらえて中堅に 

  :外角球はﾎﾞｰﾙを引きつけ腰の回転を一瞬遅らせる   感

じで右に打ち返す 

  :ﾎﾞｰﾙの高低では、高いﾎﾞｰﾙほど打球点が前になる 

・ﾌﾟﾚｰｽﾋｯﾃｨﾝｸﾞ（狙ったところに打撃:ﾋｯﾄｴﾝﾄﾞﾗﾝﾌﾟﾚｲや走者

を次の塁に進める) 

・ﾚｷﾞｭﾗｰﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ:試合形式の実戦に近い形で 

・ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ:ｽﾘﾝｸﾞｼｮｯﾄ投法               

        :ｳｨﾝﾄﾞﾐﾙ投法 

・捕手の捕球と送球:基本姿勢 

                :低いまたは高いﾎﾞｰﾙの捕球 

                :内角または外角ﾎﾞｰﾙの捕球 

・投手の守備:打球の処理 

           :投手の連携ﾌﾟﾚｲ 

・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟとﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰ:３塁にﾎﾞｰﾙが打たれた場合 

                  :２塁にﾎﾞｰﾙが打たれた場合 

                  :１塁にﾎﾞｰﾙが打たれた場合 

・ﾘﾚｰ､ｶｯﾄｵﾌ（各内野手・外野手､捕手が正規の守備位置に着

き､ﾉｯｶｰが外野にﾉｯｸして練習、２塁または３塁に走者を置く

) 

・走者がない場合のﾁｰﾑ守備（野手の動き方) 

・投手のﾋﾟｯﾁｱｳﾄとｽｸｲｽﾞﾌﾟﾚｲに対する内野手の守備 

・攻撃や守備に部分的な連係プレイに挑戦する 

・審判 

 

 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ｃ 

 Ｃ 

 Ｃ 

 

 Ｃ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

Ａ 



 

２／５ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓 球 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

基本練習 

 

 

 

戦型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

 

･ｻｰﾋﾞｽ対ｼｮｰﾄ  ･ｼｮｰﾄ対ｼｮｰﾄ  ･ｻｰﾋﾞｽ対ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾛﾝｸﾞ

  ･ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾋﾟｰﾄﾞﾛﾝｸﾞ対ｼｮｰﾄ  ･ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾋﾟﾄﾞﾛﾝ ｸﾞ対ﾌｫｱﾊﾝ

ﾄﾞｽﾋﾟｰﾄﾞﾛﾝｸﾞ  ･ﾂｯﾂｷ対ﾂｯﾂｷ  ･ｶｯﾄｻｰﾋﾞｽ対 ﾂｯﾂｷ  ･ｶｯﾄ打法

･前陣攻撃型の戦い方:ﾗｹｯﾄとｸﾞﾘｯﾌﾟ 

                  :ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ、ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞの打ち方 

                  :ｻｰﾋﾞｽの打ち方 

                  :ﾚｼｰﾌﾞの打ち方 

･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ攻撃型の戦い方:ﾗｹｯﾄとｸﾞﾘｯﾌﾟ 

                  :ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ、ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞの打ち方 

                  :ｻｰﾋﾞｽの打ち方 

                  :ﾚｼｰﾌﾞの打ち方 

                  :身につけたい４つのﾎﾟｲﾝﾄ 

                    ﾌｫｱは前に踏み込む 

                    思い切って振り切る 

                    ｽﾏｯｼｭは確実に決める 

                    ﾛﾋﾞﾝｸﾞでしのぐ 

･ﾌｯﾄﾜｰｸを生かしての打法ができ､ｺｰｽの使い分け､ｻｰﾋﾞｽ､ﾚｼｰ

ﾌﾞでの駆け引きを身につける 

･ｼﾝｸﾞﾙｽ､ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

・審判 

Ａ 

 

 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

  

 

  

  

 Ａ 

 

  

 Ｃ 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 

 

 

 

 

基本練習 

 

 

 

 

 

 

 

特別練習 

ｹﾞｰﾑ 

 

･規則的な動きの練習 

:ﾄﾞﾛｯﾌﾟ･ﾍｱﾋﾟﾝ･ﾛﾌﾞ交互  :ｽﾏｯｼｭ･ﾄﾞﾛｯﾌﾟ･ﾛﾌﾞ交互 

 :ﾛﾌﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍｱﾋﾟﾝ     :ｽﾏｯｼｭ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍｱﾋﾟﾝ 

･不規則な動きの練習:ｵｰﾙﾛﾝｸﾞ 

                   :ｵｰﾙｼｮｰﾄ 

･ﾛﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、ｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽの練習 

･ｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽに対する対応の練習(ﾌﾟｯｼｭ) 

･４(3)対4(3)のｹﾞｰﾑ 

･ﾊｰﾌｺｰﾄｼﾝｸﾞﾙｽのｹﾞｰﾑ 

･１対１のｵｰﾙｼｮｰﾄﾘﾀｰﾝのｹﾞｰﾑ 

･正規のﾙｰﾙによるﾘｰｸﾞ戦 

･審判             

 

Ｂ 

 Ｂ 

Ｃ 

Ｃ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

(選択制) 

 

 

 

 

 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

 

 

 

個人的技術 

 

 

 

 

集団的連携ﾌﾟﾚｲ 

 

 

集団的ﾁｰﾑﾌﾟﾚｲ 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

･2ﾒﾝﾗﾝﾆﾝｸﾞﾊﾟｽ→ﾗﾝﾆﾝｸﾞｼｭｰﾄ 

･ｺﾞｰﾙ前4m位の距離でﾊﾟｽを受けてｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄ 

・ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｷｬｯﾁ後ｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄ 

･外側ｷｰﾌﾟ地帯から1:1でﾄﾞﾘﾌﾞﾙｲﾝｼｭｰﾄとその防御 

･ﾎﾟｽﾄでの1:1攻めと守り 

･3:3(ｺﾞｰﾙ前ｷｰﾌﾟ地帯の正面やｻｲﾄﾞに広がり合い､ﾊﾟｽを回し

ながらﾊﾟｽｱﾝﾄﾞﾗﾝやﾌｪﾝﾄﾄﾞﾘﾌﾞﾙで攻め､ﾏﾝﾂｰﾏﾝでﾌﾛｰﾄ､ｾｷﾞﾝｸﾞ

で守る) 

･ﾏﾝﾂｰﾏﾝ防御にｾｯﾄｵﾌｪﾝｽで攻める 

･防御では､ﾎﾞｰﾙ保持者に対するつき方､ﾎﾞｰﾙのない者に対す

るｳｨｰｸｻｲﾄﾞのつき方､ﾎﾟｽﾄのつき方、その他､ｽｸﾘｰﾝに対するｽ

ｳｨｯﾁ防御､などをできる 

・審判２人の間での連携ﾌﾟﾚｲがきちんとｹﾞｰﾑの中でできるこ

と 

・審判 

Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 



 

３／５ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

基本練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ 

 

基本隊形 

 

基本的ﾁｰﾑ構成 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

 

・ﾊﾟｽ:ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ 

   :ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ 

・ﾄｽ:直上ﾄｽ  :ﾈｯﾄ際からのﾄｽ  :ﾈｯﾄ際でｼﾞｬﾝﾌﾟﾄｽ 

  :ﾈｯﾄ際からのﾊﾞｯｸﾄｽ  

:ｱﾀｯｸｴﾘｱ後方からのﾄｽ（二段ﾄｽ)  :ﾈｯﾄﾌﾟﾚｲからのﾄｽ 

ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ :ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞのﾀｲﾐﾝｸﾞ  :ｽﾊﾟｲｸのｺｰｽを防ぐ 

         :ﾄｽに対する読み   :次の動作への連係 

         :ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞの構えとｼﾞｬﾝﾌﾟ 

         :手の出し方  :ｳﾛｯｷﾝｸﾞの基本的な動き 

ｻｰﾌﾞ:ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾌﾞ    :ﾃﾆｽ式ﾌﾛｰﾀｰｻｰﾌﾞ 

    :ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞのﾌﾛｰﾀｰｻｰﾌﾞ :ｵｰﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞのﾄﾞﾗｲﾌﾞｻｰﾌﾞ 

ｽﾊﾟｲｸ :直上ﾄｽからのｽﾊﾟｲｸ    :ｵｰﾌﾟﾝﾄｽのｽﾊﾟｲｸ 

      :ｺｰﾄ後方からのﾄｽのｽﾊﾟｲｸ :速攻(ｸｲｯｸｽﾊﾟｲｸ) 

ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞの基本隊形:ｾｯﾀｰが後衛の場合 

                   :ｾｯﾀｰが前衛の場合 

ｱﾀｯｸﾚｼｰﾌﾞの基本隊形:ﾚﾌﾄ､ｾﾝﾀｰ､ﾗｲﾄからの攻撃に対し 

ﾌﾞﾛｯｸﾌｫﾛｰの基本隊形 

一人ｾｯﾀｰの場合:ｾｯﾀｰが前衛の場合 

              :ｾｯﾀｰが後衛の場合 

２人ｾｯﾀｰの場合:ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ0･6ｼｽﾃﾑの場合 

              :ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞ1･5ｼｽﾃﾑの場合 

ﾒﾝﾊﾞｰの身体的特性やﾌﾟﾚｲの特徴を考えて､ｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞｼｽﾃﾑを

決めてｹﾞｰﾑを楽しむ 

・ 審判 

 Ａ 

 

 Ａ 

  

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｃ 

 Ｂ 

 

Ａ 

  

Ｂ 

 Ｃ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｃ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

  

Ａ 

 

 

 

 

 

 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 

 

 

 

 

 

基本技能の復習 

 

 

 

技能学習 

 

 

 

練習 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

・ｻｰﾋﾞｽ(ﾌﾟｯｼｭｻｰﾋﾞｽ､ｱﾝﾀﾞｰｻｰﾋﾞｽ)の習熟 

・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞ ｰｽﾄﾛ

ｰｸ)の習熟 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ 

・ﾌﾗｯﾄｻｰﾋﾞｽ   ・ﾘﾊﾞｰｽｻｰﾋﾞｽ  ・ｽﾗｲｽｻｰﾋﾞｽ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｻｲﾄﾞｽﾄﾛｰｸ  ・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのﾄｯﾌﾟｽﾄﾛｰｸ 

・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ 

・ﾈｯﾄ打ち 

・3ｺｰｽ（正ｸﾛｽ､ﾐﾄﾞﾙ､逆ｸﾛｽ)での乱打 

・ｺｰｽ打ち分け乱打 

・ｻｰﾋﾞｽの練習(ﾌｧｰｽﾄｻｰﾋﾞｽとｾｶﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽの打ち分け) 

・雁行陣と平行陣の戦法を理解して作戦を立てる 

・審判 

 

Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

(選択制) 

 

 

 

 

サッカー 

基礎技術・ 

複合練習 

 

・ｼｭｰﾄ:ﾄﾗｯﾌﾟ＆ｼｭｰﾄ（色々な種類のｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾙを) 

      :ｺｰｽを限定してのﾄﾞﾘﾌﾞﾙｼｭｰﾄ 

      :ｺｰｽを変えてのﾄﾞﾘﾌﾞﾙｼｭｰﾄ 

      :ﾎﾟｽﾄｼｭｰﾄ:ﾀﾞﾌﾞﾙの壁ﾊﾟｽ＆ｼｭｰﾄ 

      :ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞからｼｭｰﾄ 

      :ﾊﾟｽからのｼｭｰﾄ（２人、３人:ｼｮｰﾄ･ｼｮｰﾄ･ﾛﾝｸﾞ 

       のﾘｽﾞﾐｶﾙなﾊﾟｽを心がける) 

      :１対１の攻め守りからのｼｭｰﾄ 

      :２対1の攻め守りからのシュート 

 

 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｃ 

 

 Ｂ 

 Ａ 

  



 

４／５ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

 

 

 

 

 

 

サッカー 

試合の組み立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2ﾄｯﾌﾟｼｽﾃﾑの理解

 

ｹﾞｰﾑ 

 

･守備戦術の理解:味方のｶﾊﾞｰとｽﾍﾟｰｽのｶﾊﾞｰ 

     :ﾊﾟｽをさせない :ｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄ  :前を向かせない 

     :ﾜﾝｻｲﾄﾞｶｯﾄ(相手の動きを制限する) 

     :ｻｲﾄﾞ攻撃を守る(利き足で蹴らせない) 

     :ｾｯﾄ攻撃を守る(ﾌﾘｰｷｯｸ時の壁､ｺｰﾅｰｷｯｸ時は必ず 

  両ﾎﾟｽﾄへ､ﾏｰｸははずさない) 

･攻撃戦術の理解:守備のﾊﾞﾗﾝｽを崩す 

     :中央突破(ＤＦの分散が条件) 

     :ｻｲﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ(ＦＷがＤＦにﾌﾟﾚｯｼｬｰをかける) 

     :ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ(ＤＦを迷わせる) 

     :ﾁｪﾝｼﾞｵﾌﾞﾍﾟｰｽ(ﾁｰﾑの動きに緩急をつける) 

     :ﾌﾘｰｷｯｸ（相手の予測をはずす､正面からはﾄﾘｯｸ) 

     :ﾍﾟﾅﾙﾃｨｷｯｸ 

     :ｽﾛｰｲﾝ（とにかく速く正確に） 

･4-4-2ｼｽﾃﾑ､3-5-2ｼｽﾃﾑ（中盤の攻防を重視し､ＦＷ２人のｼ

ｽﾃﾑで現代ｻｯｶｰの主流) 

･2ﾄｯﾌﾟｼｽﾃﾑによるｹﾞｰﾑに挑戦 

・審判 

Ｂ 

  

 

 

 Ｃ 

 

Ｂ 

  

 

 

 

 

 

Ａ 

 Ｃ 

  

Ｂ 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ 

練習上の確認 

ｺﾞﾙﾌのｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

体操 

 

ｽﾄﾚｯﾁ体操 

ｽｲﾝｸﾞの基本復習

 

 

 

 

 

７番ｱｲｱﾝのﾏｽﾀｰ 

 

基本練習 

 

ﾊﾝﾄﾞﾌｧｰｽﾄの構え

 

ｺﾄﾛｰﾙｼｮｯﾄの練習

ﾐﾆｺｰｽでﾌﾟﾚｲ 

･安全管理の徹底理解   ･ｴﾁｹｯﾄとﾏﾅｰの理解 

･(手の指⇒手首⇒肘⇒肩⇒首)､(足首⇒膝⇒腰)と心臓に

遠い部分から、関節を曲げたり、のばしたり、回したりし

て 

･弾みをつけない 

･20～30秒間のばし続ける 

･息を吐くのに合わせて徐々にのばす 

･ｸﾗﾌﾞの握り方 ･足の位置  ･構え方        

･ｸﾗﾌﾞの上げ方  ･ﾊﾞｯｸｽｲﾝｸﾞの頂点  

･ｸﾗﾌﾞの振り下ろし 

･打球の瞬間      ･ｸﾗﾌﾞの振り抜き方 

･ｽｲﾝｸﾞの終了           ･素振り 

･ｽｲﾝｸﾞの基本を身につけるには使用ｸﾗﾌﾞを７番ｱｲｱﾝ１本

に絞って練習した方が効果的であることを理解 

･ｼｮｯﾄ:穴あきﾎﾞｰﾙで      :ｹｰｼﾞで 

     :距離と方向をみながら(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 

･ﾊﾝﾄﾞﾌｧｰｽはｱﾄﾞﾚｽでｸﾞﾘｯﾌﾟの位置をﾎﾞｰﾙより目標方向に

出した構え｡ｱﾌﾟﾛｰﾁやｺﾝﾄﾛｰｼｮｯﾄに用いられる 

･ﾊｰﾌｼｮｯﾄ   ･ﾋﾟｯﾁｴﾝﾄﾞﾗﾝ 

･30ﾔｰﾄﾞ､50ﾔｰﾄﾞ､100ﾔｰﾄﾞ､130ﾔｰﾄﾞの距離で実践練習 

Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

Ａ 

 Ａ 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

  

Ｂ 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

(選択制) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テニス 

 

 

ﾃﾆｽの特性を理解

 

 

ｻｰﾋﾞｽの徹底理解

 

「始め・中身・終わり｣の考え方（始めはｻｰﾋﾞｽとﾚｼｰﾌﾞ､中

身はﾗﾘｰ､ｸﾞﾗﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ､終わりはｳｲﾆﾝｸﾞｼｮｯﾄ:始めと終わり

が特に大切) 

･ｸﾞﾘｯﾌﾟ:ｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙで手首のｽﾅｯﾌﾟをきかす 

･構え方:ｽﾀﾝｽの幅と左足体重がﾎﾟｲﾝﾄ 

      :ﾋﾞｷﾞﾅｰは左右つま先のﾗｲﾝをそろえる 

･ﾄｽｱｯﾌﾟ:ｺｯﾌﾟを持つようにしてﾎﾞｰﾙをつかむ 

･ﾃｲｸﾊﾞｯｸ:肘を高くしてﾗｹｯﾄをかつぎ上げる 

･ﾌｫﾜｰﾄﾞ･ｽｲﾝｸﾞ:ﾗｹｯﾄｴｯｼﾞでﾎﾞｰﾙを真っ二つにする 

･ｲﾝﾊﾟｸﾄ:ｲﾝﾊﾟｸﾄの瞬間に手首のｽﾅｯﾌﾟをきかす 

Ａ 

 

 

Ａ 

 Ａ 

  

 Ａ 

 Ａ 

Ａ 

 Ａ 



 

５／５ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

(選択制) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テニス 

   

ｻｰﾋﾞｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻｰﾋﾞｽﾘﾀｰﾝの徹底

 

 

 

 

 

 

基本ｽﾄﾛｰｸの練習

 

 

 

 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽの理解 

 

 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

･天井、壁、ﾗｹｯﾄを利用したﾄｽｱｯﾌﾟの練習 

･ﾀｵﾙを使ったﾍｯﾄﾞを走らせる練習 

･金網の壁を使ったﾄｽｱｯﾌﾟとｲﾝﾊﾟｸﾄの練習 

･ﾎﾞｰﾙを遠くに投げてﾋｼﾞの使い方を覚える 

･ひざまずいてｽｲﾝｸﾞしﾋｼﾞの使い方を覚える 

･ﾗｹｯﾄを放り投げてﾗｹｯﾄﾍｯﾄﾞを走らせる感覚を覚える 

･ﾗｹｯﾄをｸﾞﾙｸﾞﾙ回しﾗｹｯﾄに仕事をさせる感覚を覚える 

･わざとｵｰﾊﾞｰｺｰﾄさせ大きなｽｲﾝｸﾞを覚える 

･ｺｰﾄに目標を作ってｺﾝﾄﾛｰﾙをやしなう 

･ﾎﾞｰﾙでｲﾝﾊﾟｸﾄをﾁｪｯｸ 

･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ:ｻｰﾋﾞｽ･ｺｰｽの真ん中に立つ 

        :ﾌｧｰｽﾄは外､ｾｶﾝﾄﾞは中 

･ﾃｲｸﾊﾞｯｸ:ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸ 

･ﾌｫﾜｰﾄﾞ･ｽｲﾝｸﾞ＆ｲﾝﾊﾟｸﾄ･ﾌｫﾛｰｽﾙｰ:ﾗｹｯﾄを振り抜く 

･奥深くにﾑﾘをせずに確実にﾘﾀｰﾝ 

･考えずに勝手に身体が動くようにﾌｫｰﾑを体に覚え込ませ

る 

･ﾎﾞｰﾙを軽く出してもらいﾌｫｱとﾊﾞｯｸを打ち分ける 

･実際にｻｰﾋﾞｽをﾘﾀｰﾝする練習 

･近づいて剛球ｻｰﾋﾞｽを出してもらう 

･ｽﾄﾛｰｸ:ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ 

･両手ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ ･ﾎﾞﾚｰ:ﾌｫｱ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ ･ｽﾏｯｼｭ 

･ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ:ﾀﾞﾌﾞﾙｽのｻｰﾋﾞｽはｾﾝﾀｰからｾﾝﾀｰへ打つ 

           :ﾀﾞﾌﾞﾙｽの戦術は｢ｾﾝﾀｰｾｵﾘｰ｣ 

           :ｻｰﾋﾞｽ側のﾈｯﾄ･ﾌﾟﾚｲﾔｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ 

           :ﾚｼｰﾌﾞ側のﾈｯﾄ･ﾌﾟﾚｲﾔｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ 

･ﾌｩｰﾒｰｼｮﾝ:雁行陣(ﾗﾘｰを続けるのに適している) 

         :平行陣(ﾎﾞﾚｰの攻撃に適している) 

･ｼﾝｸﾞﾙｽ､ﾀﾞﾌﾞﾙｽ     ・審判 

Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 Ｃ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｃ 

 Ｂ 

  

  

  

 Ｂ 

  

Ｂ 

 

ＡＥＤ使用法 

ＡＥＤ ・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場 所

の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

Ａ 

 Ａ 

 

Ａ 

 

 

栄養と健康 

 

現代人の食生活の

問題点 

 

 

生活習慣病と 

栄養のかかわり 

・標準体重を算出した上での栄養所要量 

・ＢＭＩの算出方法 

・基礎代謝量を利用した栄養所要量 

・主な栄養素とその機能 

  炭水化物、脂質、タンパク質、ビタミン、無機質 

・望ましい食生活とは  ・運動と栄養の関係性 

Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論 

 

 

 

 

薬と健康 

 

薬の成り立ち 

 

 

自然治癒力 

 

 

スポーツと薬物 

物乱用 

・薬局と薬店の違いを把握し、適正使用を心がける 

・薬の効果をえるために、薬には、主作用と副作用、 相

互作用があることを理解する 

・自然治癒力を高めるためには、栄養と休息が大切で あ

ることを再認識し，日頃から運動に励むことも重 要であ

ることを理解する 

・ドーピングとは何かを知り、ドーピングの歴史や近年の

ドーピング事情を知る 

 Ａ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 

 

 Ａ 

 



 英語IV の基礎・基本 

 

1. 細目数 

 分 類 A B C 細目数計 

文 法 14 ９ ０ 23 

読 解 ２ ４ １ ７ 
4学年 

(2単位) 
聴 解 ３ ３ １ ７ 

細 目 数 計 19 16 2 37 

 

2. 分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理 解 す べ き  内  容 区分

文の構成 語・句・節・文 文を形成する各構成要素が理解できる。 A 

基本5文型 S,V,O,Cの機能 基本文型としての第１文型から第5文型まで理解できる。 A 

時 制 過去・現在・完了 各時制の意味・用法が理解できる。 A 

不定詞 To不定詞、原形不定詞の意味・用法が理解できる。 A 

動名詞 動名詞の用法が理解できる。 A 
動 詞 

分詞 
現在/過去分詞の形容詞的機能、動名詞との区別が理解でき

る。 
A 

助動詞 法助動詞 
will, shall, can, may, must, need, would, shouldなど

の意味・用法が理解できる。 
B 

語のレベル 形容詞、副詞の用法が理解できる A 

句のレベル 名詞句・形容詞句・副詞句の意味・用法が理解できる。 A 修 飾 

節のレベル 接続詞、関係詞の意味・用法が理解できる。 A 

名詞・冠詞 可算・不可算 可算・不可算の区別と冠詞の意味・用法が理解できる。 A 

Itの用法 状況のit,形式主語、形式目的語の用法が理解できる。 A 

再帰代名詞 再帰・強意用法、慣用表現が理解できる。 A 代名詞 

不定代名詞 one, another, (the) other(s)の意味・用法が理解できる。 B 

分詞構文 分詞構文 
現在分詞、過去分詞による分詞構文の意味・用法が理解で

きる。 
B 

比較表現 比較・最上級 比較・最上級表現が理解できる。 A 

仮定法 仮定法表現 仮定法過去、仮定法過去完了形が理解できる。 B 

部分否定 not---always, not ---everyなどが理解できる。 B 

否 定 
準否定語 

few, little, seldom, hardly, rarely などの意味・用法

が理解できる。 
A 

倒置法 倒置文 強意的、慣用的用法の倒置文が理解できる。 B 

同格・挿入 同格・挿入 コンマ、of 、that節を用いた表現形式が理解できる。 B 

無生物主語 無生物主語 英語独特の無生物主語構文が理解できる。 B 

文法 

伝達文 直接・間接話法 各話法が理解できる。 B 

 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理 解 す べ き  内  容 区分

論理の展開 
文と文のつなが

り 

つなぎ語(Linking word を介して、文と文の関係が理解で

きる。 
A 

パラグラフ パラグラフ パラグラフ・リーデｲングができる。 B 

手紙・Eメール 手紙・Eメール 手紙、Eメール等の内容把握ができる。 A 

広告文 広告文 広告内容が把握できる。 B 

案内文 案内文 アナウンスなどの内容が把握できる。 B 

エッセイ 説明・描写 説明文の内容が理解できる。 B 

読解 

時事問題 社会問題 社会問題に関する内容が把握できる。 C 

視覚問題 写真描写 写真描写に関する説明文が理解できる。 A 

会話問題 対話文 対話の質問に答えられる。 B 

文章問題 パッセージ 長文を聞いて、その質問内容に答えられる。 B 

リエゾン one of --,in a week などの連音が把握できる。 A 

聞こえなくなる

音 
Good jo(b)!,Ta(ke) care!などが認識できる。 B 

短縮形 Iwill--- → I'll などと認識できる。 A 

聴解 

音声変化 

変化する音 want to---→ wanna---と認識できる。 C 

 



ドイツ語Ⅰ・Ⅱの基礎基本 

 

 

 
項目数 

分類 科目名 A B C 

Ⅰ １７ １２ ２４ 
分類(1) 発話意図 

Ⅱ １３ ２５ １５ 

Ⅰ ２ ９ ７ 
分類(2) 言語行為 

Ⅱ ７ ７ ４ 

 

 

 

 

 

 

 
分類(1)：発話意図の観点から 

区分 項目 

 

細目 

Ⅰ Ⅱ 

a.名前・出身地・専門・年齢などの表し方 A B 

b.(2 人の会話で)Siezen の質問とその答え方(疑問文の語順) A B 

c.(2 人の会話で)ich、Sie での動詞の現在人称変化 A B 

d.(3 人以上の会話で)3 人称単数の動詞の現在人称変化 A B 

1. 自己紹介する 

e.(3 人以上の会話で)主語が複数での動詞の現在人称変化 A B 

a. duzen での挨拶、Siezen での挨拶 A A 

b. du、ihr の動詞現在人称変化 A B 

c. 不規則な現在人称変化の動詞 B A 

d. 相手を誘う表現：定動詞 1 位+wir B A 

2. 親しみをこめる 

e. 相手を誘う表現：Haben Sie Lust, ... zu Inf. C C 

a. duzen での命令、Siezen での命令 A A 

b. 話法の助動詞 müssen, sollen B A 

c. 二人称を主語にした要求の文 B B 

3. 命令する・要求する 

d. 名詞+bitte A A 

a. 定動詞二位 A B 

b. 定動詞一位 A C 

4. 自由な語順で表現する 

c. 定動詞後置と枠構造 C B 

a. 名詞の格 A C 

b. 前置詞と格支配 B A 

c. 頻度の副詞：oft, manchmal, selten など B C 

d. 場所の副詞：an, auf, vor, hinter, neben, über など B C 

e. 時の副詞と時刻の表現 B A 

5. 時・場所・頻度を定める 

f. 分離動詞 B A 

a. 話法の助動詞 möchte A B 6. 願望を表す、許可を求める 

b. 話法の助動詞 können, dürfen の疑問文 C B 



a. 話法の助動詞 wollen B B 

b. ich を主語にした現在時制の文で意思を表す A B 

7. 意志を明示する 

c. 否定：nicht, kein, ja, nein, doch A A 

a. ich finde, ich meine, ich glaube B A 

b. dass を用いた副文章 C B 

8. 自らの見解を述べる 

c. 形容詞の語尾変化 C B 

a. 目的について：damit... / um...zu Inf. C B 

b. 理由について：weil... / denn... / wegen... C B 

9. 説明を補足する 

c. ある名詞についての情報を補足：関係詞 C C 

a. 受動 C B 10. 物(無生物)を主語に使う 

b. 受動･可能の意味を含む表現：sein+zu Inf. / sich lassen + 

Inf. / -bar 

C C 

a. 動詞の三基本形 C B 11. 作業の終了・完成 

b. 動詞の過去人称変化と過去時制の用法 C B 

a. 話法の助動詞 können, dürfen による可能性の表現 C B 

b. 話法の助動詞 müssen による必然性の表現 C B 

12. 判断・可能性を示す 

c. 副詞 sicher, bestimmt, wahrscheinlich, wohl, vielleicht C A 

a. 体験報告：sein 動詞の過去 war C B 

b. 体験報告：完了時制 C B 

c. 伝聞：sagen+dass... C C 

13. 経験したことを報告する 

d. 伝聞：接続法Ⅰ式 sei, würde, hätte... C C 

a. 同等比較 C C 

b. 比較級 C C 

c. 最上級 C C 

14. 比べる 

d. wie を用いた比喩 C C 

a. 接続法Ⅱ式 C C 15. 将来の夢を語る、警告す

る、後悔する、残念がる b. Es ist mir schade... / Es tut mir leid ... B A 

a. 数詞 A B 16. 数を表す 

b. 名詞の複数形の作り方と複数の格変化 A C 

 

 

 
分類(2)：言語行為の能力訓練という観点から 

区分 項目 細目 

Ⅰ Ⅱ 

a. 単純な文 A A 

b. 単純な文+副詞(句) B A 

1. 意思・要求を伝える 

c. 副文・不定詞(句) C B 

a. 単純な文 B A 

b. 単純な文+副詞(句) C B 

2. 客観的状況を説明する 

c. 副文・不定詞(句) C C 

a. 単純な文 B A 

b. 単純な文+副詞(句) C B 

a. 話す 

3. 話者個人の考え・個性・経験を伝

える 

c. 副文・不定詞(句) C B 



1. 話題が何かを聞き取る A A 

2. 指定された特定の語(句)を聞き取る B A 

3. 特定の情報を聞き取る B B 

b. 聞く 

4. 聞き取ったことを文字にする B A 

1. 何について書かれたテキストかを即時に理解する B C 

2. 特定の情報を拾い読みで読み取る B C 

a. 語句の変更 C B 3. テキストの一部を別の文に書き換える 

b. 文構造の変更 B B 

c. 読む 

4. テキスト全体の要約文を作る C C 

 

 

 



哲学の基礎・基本 

 

１．細項目数 

 分類 A B C 細目数計 

道徳の存在のアポリア ３ ２ １ ６ 

自由のアポリア ２ ４ ２ ８ 

社会のアポリア ２ ６ ２ 10 
４年性（２単位） 

よく生きることのアポリア ２ ２ ２ ６ 

細目数計 ９ １４ ７ 30 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

道徳はほんとう

にあるのか？ 

ギュゲスの指輪、「道徳的な

力」について理解を深める。 
A 

道徳はほんとうに

あるのか ＆道徳

の源泉はどこにあ

るのか 
理性説と感情説 プラトン、デカルト、アク

ィナズといった理性説、ハ

ッチスン、ヒューム、スミ

ス、エアーとった感情説に

ついて理解する。 

A 

知と生活との循

環 

ソクラテス、プラトンの主

知主義、アリストテレスか

らの批判、アクラシアの問

題を理解する。 

B 

道徳的知の獲得に

とって道徳的生活

は前提条件となる

か 

「他者」と知の

限界 

レヴィナスの「他者」論、

他者の「顔」について理解

を深める。 

C 

帰結主義による

義務論の批判 

ベンサムの功利主義、カン

トの義務論を理解する。 
A 

道徳の存在のア

ポリア 

道徳は効率をめざ

すべきか、公正を

めざすべきか 

＆道徳規範は世知

と合致するのか 
世知の復権 アリストテレスのヘクシス

論を理解する。 
B 

自由のアンチノ

ミーの解消の試

み 

カントの「自由」に関する

二律背反性と、実践理性に

おけるそこからの脱却につ

いて理解する。 

B 

自由のアポリア 自由は本当にある

のか 

決定論の失墜 ラプラスのデーモン、負荷

なき自己、についてその意 C 



 義を理解する。 

二つの自由 消極的自由と積極的自由の

違いについて理解する。 
A 

自由と平等は両立

するのか 

現代の争点 ロールズのリベラリズム、

ノージックのリバタリアニ

ズムについて理解する。 

B 

立場の対立 身体の自己所有権の是非に

ついて深く考察できるよう

になる。 

B 

自分の身体を自由

にできるのか 

前提の考察 パターナリズム、リベラリ

ズムについての理解を深め

る。 

A 

大審問官 ドストエフスキーが語る人

間の弱さと、イエスの救済

の話について理解する。 

C 

 

人間は自由である

ことに耐えられる

か ＆ 無条件な寛

容はありうるのか 

寛容の政治的由

来 

ロックの寛容論について理

解を深める。 
B 

法と道徳をめぐ

るアポリア 

法実証主義、自然法論の流

れを深める。 
A 

法と道徳は一致す

べきか 

多元性との共存

に向けて 

異質なる他者をどのように

理解してゆくか。一元論に

囚われない思考法を身につ

ける。 

C 

営利行為は悪で

ある 

互酬性、競争原理の弊害に

ついて理解する。 
B 

営利行為は悪か 

営利行為は善で

ある 

ウェーバーのプロテスタン

ティズムの倫理、スミスの

『国富論』について理解す

る。 

B 

責任とは何か 応答可能性、応報主義、矯

正主義、などを理解する。 
B 

個人の責任か、そ

れとも団体の責任

か 

近代日本と責任 連帯、無限責任をつくろう

とする権力的構造について

理解する。 

C 

社会のアポリア 

戦争はどこまで悪

か ＆ 種の保存か

、それとも人間の

個人から国家へ ホッブズ主義、ヘーゲル主

義、マルクス主義、社会進 B 



化論について理解する。 暮らしか 

近代人間中心主

義を超えて 

シンガーの功利主義、レオ

ポルドの土地倫理について

理解する。 

A 

男並み平等化と

女並み平等化 

フェミニズム第一波、第二

波、第三波について理解す

る。 

B 

 

男性と女性の差異

は差別か 

ジェンダーの非

対称性 

ラディカル・フェミニズム

の問題点について理解す

る。 

B 

生命中心主義 SOL、自然権、パトス中心

主義、などを理解する。 
B 

生命はどのような

場合にも尊重され

るべきか 

生態系中心主義 循環系、動植物の差異と類

似性、機能中心主義を理解

する。 

B 

旧約におけるテ

ーゼ 

幸福の応報論、来世主義の

是非について考察を深め

る。 

C 

道徳的行為は報わ

れるのか ＆ 人生

に究極の意義はあ

るのか 

アンチテーゼ再

考 

ニーチェのニヒリズム、囚

人のディレンマについて理

解する。 

A 

ファンダメンタ

リズムの現在 

イスラム原理主義、プロテ

スタント原理主義、などを

理解する。 

C 

よく生きること

のアポリア 

信仰は市民生活を

超えられるのか 

＆ 快楽を求める

ことは悪か 

西洋倫理思想史

における快楽論

の基調 

プラトン、魂の健康、アリ

ストテレス、徳、自己への

配慮、卓越主義、B.ウィリ

アムズの徳倫理学を理解す

る。 

A 

 



倫理学の基礎・基本 

 

１．細項目数 

 分類 A B C 細目数計 

道徳的ジレンマ状況 ３ ３  ６ 

近・現代の倫理上の問題 １ ３ ２ ６ 

現代倫理学の基本的原理 ３ ３ ４ 10 
４年性（２単位） 

市民倫理の中心的問題 ２ ４ ２ ８ 

細目数計 ９ １３ ８ 30 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

キケロにおける

約束の遵守 

義務と権利、約束、行為の

評価、などについて深く理

解する。 

B 

人を助けるために

嘘をつくことはゆ

るされるか 

カントの倫理主

義 

倫理的判断の特徴、行為の

動機と結果、普遍的妥当性、

などについて深く理解す

る。 

A 

サバイバル・ロ

ッタリー 

功利線の原理、最大多数の

最大幸福、生存権、などを

理解する。 

A 

１０人の命を救う

ために１人の人を

殺すことは許され

るか 

人格の尊厳 自己決定権について理解を

深める。 
A 

ミルの平等論 平等原理について深く理解

する。 
B 

道徳的ジレンマ 

１０人のエイズ患

者に対して特効薬

が一人分しかない

とき、誰に渡すか 最大幸福原理と

平等原理 

多数決原理、ドンブリ勘定

の功利主義などについて理

解を深める。 

B 

ベンサム対カン

ト 

利己主義、快楽主義、義務

論、仮言命法と定言命法、

などについて深く理解す

る。 

B 

エゴイズムに基づ

く行為はすべて道

徳に反するか 

豚とソクラテス 質的功利主義の長所・短所

について理解する。 
C 

近・現代の倫理

上の問題 

どうすれば幸福の 功利主義の欠点 単一原理主義の破綻、配分
C 



原理の不在、義務への動機

づけの不在、などについて

理解する。 

計算ができるのか 

功利主義の改善 行為功利主義と規則功利主

義、推移律の成立条件につ

いて理解する。 

B 

人格の範囲 エンゲルハートによる人格

の定義の意義を理解する。 
B 

 

判断能力の判断は

誰がするのか 

人格概念の要約

と問題点 

妊娠中絶・臓器移植・安楽

死などにおける人格認定問

題の難しさを理解する。 

A 

自然主義的誤謬 ムーアの功利主義批判、価

値判断と事実判断の区別に

ついて理解する。 

B 

「である」から「

べきである」を導

き出すことはでき

ないか 

論理とレトリッ

ク 

サールの「である」から「で

あるべき」の導出方法の検

証とその意義について理解

する。 

C 

厳密主義 ア・プリオリの知識、分析

判断と総合判断を理解す

る。 

B 

正義の原理は純粋

な形式で決まるの

か、共同の利益で

決まるのか 

ヒュームの正義

論と形式主義の

可能性 

カントの義務論とヒューム

の正義論の違いについて理

解する。 

A 

黄金律と互酬性 黄金律、互酬性、世代間倫

理について理解を深める。 
A 

思いやりだけで道

徳の規則ができる

か 

さまざまな試み ロールズの無知のヴェー

ル、ヘアの二段階の普遍化

理論について理解する。 

C 

囚人のジレンマ ゲーム理論、アローの定理

について理解する。 
C 

正直者が損をする

のはどうしたら防

げるか  

公平な第三者 民主主義の長所・短所、意

志決定プロセスについての

理解を深める。 

B 

現代倫理学の基

本的原理 

他人に迷惑をかけ

なければ何をして

もよいか 

自由主義の原則 自由主義、他者危害の原則、

愚行権、について理解する。 
A 



  自由主義と共同

体主義 

アトム的個体、負荷なき自

己の是非、について理解を

深める。 

C 

二重結果の議論 動機と責任との関係につい

て理解を深める。 
B 

貧しい人を助ける

のは豊かな人の義

務であるか 

完全義務と不完

全義務 

相互的な完全義務、恩恵的

な不完全義務について理解

を深める。 

B 

現在の人の未来

の人への犯罪 

近代倫理システムの共時的

構造について理解する。 
C 

現在の人間には未

来の人間に対する

義務があるか 

世代間の関係 「恩」のシステム、通時的

倫理の意義について理解す

る。 

A 

相対主義 ヘロドトスなどの例、ウィ

リアムズの相対主義批判に

ついて理解する。 

C 

正義は時代によっ

て変わるか 

変化は事実判断

で起こる 

価値観変化のように見える

事態の本質について多角度

的に分析できるようにな

る。 

B 

沈黙の春 科学者による科学批判の意

義を理解する。 
A 

市民倫理の中心

的問題 

科学の発達に限界

を定めることがで

きるか 

科学は中立的か 科学技術社会における人間

の「在り方」について理解

を深める。 

B 

 



 社会概説Ⅰ（現代史） の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

近代までの世界 ０ ０ １ １ 

現代日本を理解するための日本

文化史 
０ ０ ４ ４ 

明治・大正の日本における政治と

文化 
７ ０ ０ ７ 

歴史研究入門 ０ １ ０ １ 

昭和・平成 ３ １ ０ ４ 

４学年 

（２単位） 

現代の世界 ３＋α ０ ０ ３＋α 

細 目 数 計 １３＋α ２ ５ ２０＋α 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

近代までの世界 近代以前の世

界 

近代までの歴史

の概要 

近代までの世界各地域の歴史の概要を理解することが

できる。 

Ｃ 

日本人のルーツ 日本人のルーツについて理解することができる。 Ｃ 

文字 日本の文字のルーツ、特徴について理解することができ

る。 

Ｃ 

芸能 日本の芸能について概要を理解することができる。 Ｃ 

現代日本を理解す

るための日本文化

史 

日本文化史 

庶民の文化 日本の庶民文化についてその概要を理解する。 Ｃ 

島津斉彬と集成

館事業 

島津斉彬の人物像と薩摩藩の事業としての集成館事業

の概要を理解することができる。 

Ａ 

薩摩対幕府 薩摩と幕府の対立の背景・概要を理解することができ

る。 

Ａ 

坂元龍馬 坂元龍馬の人物像とその功績を理解することができる。 Ａ 

西郷隆盛と明治

政府 

西郷隆盛の人物像と明治政府とのかかわりを理解する

ことができる。 

Ａ 

大久保利通 大久保利通の人物像とその功績を理解することができ

る。 

Ａ 

天文館 天文館の歴史について、その概要を理解することができ

る。 

Ａ 

明治・大正の日本

における政治と文

化 

幕末から明治

にかけての日

本と鹿児島 

大正と大衆 大正時代の大衆文化について理解することができる。 Ａ 

歴史研究入門 歴史研究入門 郷土史研究の実

例 

郷土史研究の実例を通して、歴史研究の手法について理

解することができる。 

Ｂ 

昭和初期の鹿児

島の歴史 

昭和初期の鹿児島の様子を理解することができる。 Ｂ 

第二次世界大戦 第二次世界大戦の背景、日本のかかわりを理解すること

ができる。 

Ａ 

終戦と日本 終戦後の日本社会の変容と発展を理解することができ

る。 

Ａ 

昭和から平成 大正から昭和

にかけての日

本と鹿児島 

現代日本への道

のり 

終戦後の日本史の概要を理解することができる Ａ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

現代の世界 現代の世界 第二次世界大戦

後の世界の動向

第二次世界大戦後の世界について、その概要を理解する

ことができる。 

Ａ 

現代の世界 現在、世界で生じている諸問題を考え、解く上で必要な

事項について理解する。 

Ａ 

時事問題 現代社会において重要な時事問題について理解するこ

とができる。 

Ａ×

X 

その他 今を観るため

の現代史 

テーマ史 講義進行時点での世界情勢を理解するために必要なテ

ーマについて考え、自己の意見が述べられるようにな

る。 

Ａ×

X 

 



 社会概説Ⅱ（日本国憲法） の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

憲法総論 ９ ３ ４ １６ 

基本的人権 １９ ６ １ ２６ 
４学年 

（２単位） 
統治機構 ８ ５ ２ １５ 

細 目 数 計 ３６ １４ ７ ５７ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

国家と法 国家の概念と、国家と法の関係を理解することができ

る。 
Ｂ

憲法の意味 形式的意味の憲法と実質的意味の憲法、立憲的憲法の意

義を理解することができる。 
Ａ

憲法の分類 伝統的な側面、機能的な側面での憲法の分類を理解する

ことができる。 
Ｃ

憲法規範の特質 憲法規範の特質として、憲法が自由の基礎法であるこ

と、憲法が国家権力を制限する基礎法であること、憲法

の最高法規性を理解することができる。 

Ａ

憲法と立憲主

義 

法の支配 法の支配の原理、立憲主義の意義を理解することができ

る。 
Ａ

明治憲法の特色 民主的な要素、反民主的な要素の両面から、明治憲法の

特質を理解することができる。 
Ｃ

日本国憲法の成立過

程 

ポツダム宣言受諾以降の日本国憲法制定の経過を理解

することができる。 
Ｃ

憲法史 

日本国憲法成立の法

理 

日本国憲法の成立に関する問題である、自立性と民定性

についての理論を理解することができる。 
Ｃ

憲法前文 憲法前文の解釈を通して、日本国憲法の基本原理を理解

するとともに、前文の法的性質を理解することができ

る。 

Ｂ

国民主権 主権の意味、国民主権の意味を理解することができる。 Ａ

国民主権原理

天皇制 国民主権と天皇制との関係、象徴天皇制における天皇の

権能を理解することができる。 
Ａ

憲法第９条成立の経

緯 

平和主義の起源、平和主義の意図を理解することができ

る。 
Ａ

戦争放棄 憲法９条１項が定める戦争放棄の内容を理解すること

ができる。 
Ａ

戦力不保持 自衛権と戦力不保持との関係を理解することができる。 Ａ

交戦権の否認 交戦権の否認の意味を理解することができる。 Ａ

憲法総論 

平和主義 

安保体制 日米安全保障条約の概要と日本国憲法が定める平和主

義との関係での問題点を理解することができる。 
Ｂ



２／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

人権の観念 人権の固有性、不可侵性、普遍性を理解することができ

る。 
Ａ

人権の内容 人権の基本的な内容を把握し、分類をすることができ

る。 
Ｂ

人権の享有主体 天皇・皇族、法人、外国人の人権享有主体性に関する判

例・学説を理解し、自分の考えをまとめることができる。
Ａ

基本的人権の

原理 

人権と公共の福祉 人権制約原理に関するする学説を理解し、比較衡量論、

二重の基準論を理解することができる。 
Ａ

特別な法律関係にお

ける人権 

特別権力関係論とその問題点を把握し、特に、公務員の

人権、在監者の人権を考えることができる。 
Ｂ

私人間における人権

の保障と限界 

人権の私人間効力に関して、直接適用説および間接適用

説の意義・問題点を理解することができる。 
Ａ

基本的人権の

限界 

生命・自由・幸福追求

権 

幸福追求権の意義、幸福追求権から導き出される人権と

して、特に、プライバシー権・自己決定権について理解

することができる。 

Ａ

法の下の平等 日本国憲法の定める法の下の平等の意義、平等違反の違

憲審査基準を理解した上で、尊属殺重罰規定の合憲性 
Ａ

包括的基本権

と法の下の平

等 思想・良心の自由 思想・良心の自由の保障の意味を理解することができ

る。 
Ａ

信教の自由 信教の自由の内容と限界、政教分離原則について理解す

ることができる。 
Ａ

学問の自由 学問の自由の内容と保障の意味、また、大学の自治の意

味について理解することができる。 
Ａ

表現の自由の意味 表現の自由の価値、表現の自由と知る権利の関係を理解

することができる。 
Ａ

表現の自由の内容 報道の自由、性表現・名誉毀損的表現についての問題点

を把握し、それぞれの意義を理解することができる。 
Ａ

表現の自由の限界 二重の基準論、事前抑制の法理、明確性の理論、「明白

かつ現在の危険」基準、「より制限的でない他の選びう

る手段」基準の意義と機能を理解することができる。 

Ａ

集会・結社の自由、通

信の秘密 

集会の自由、集団行動の自由、結社の自由、通信の秘密

の内容を理解することができる。 
Ｂ

精神的自由権

職業選択の自由 職業選択の自由の意義と限界、規制の合憲性の判定基準

を理解することができる。 
Ａ

居住移転の自由 居住移転の自由の内容と性質を理解することができる。 Ｂ

基本的人権 

 

経済的自由権

財産権の補償 財産権補償の意味、財産権の一般的制限の内容、補償の

要否、正当な補償の内容について理解することができ

る。 

Ａ

 

 

 

 



３／３ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

人身の自由の基本原

則 

奴隷的拘束からの自由、適正手続の内容を理解すること

ができる。 
Ａ

被疑者の権利 不法な逮捕・抑留・拘禁からの自由、住居等の不可侵の

内容について理解することができる。 
Ｂ

人身の自由 

被告人の権利 公平な裁判所の迅速な裁判を受ける権利、証人審問権・

喚問権、弁護人依頼権、自己負罪の拒否、自白、事後法

と「二重の危険」の禁止、残虐刑の禁止の内容を理解す

ることができる。 

Ｃ

国務請求権 請願権、裁判を受ける権利、国家賠償及び補償請求権の

内容を理解することができる。 
Ｂ

国務請求権 

参政権 参政権の意義、選挙権の法的性格、選挙権の要件を理解

することができる。 
Ａ

生存権 生存権の法的性格を理解することができる。 Ａ

教育を受ける権利 教育権の所在に関する議論を通して、教育権の内容を理

解することができる。 
Ａ

基本的人権 

 

社会権 

労働基本権 労働基本権の内容と性格、労働基本権の制限、公務員の

労働基本権の内容を理解することができる。 
Ａ

権力分立の原理 権力分立の現代的意義を理解することができる。 Ｂ

国会の地位 国民代表機関性、国権の最高機関の意味、唯一の立法機

関の意味を理解することができる。 
Ａ

国会の組織と活動 二院制、選挙制度、国会議員の地位、国会の活動を理解

することができる。 
Ａ

国会 

国会の議院の権能 国会の権能と議院の権能を理解することができる。 Ｃ

行政権と内閣 行政権の概念を理解することができる。 Ａ

内閣の組織と権能 内閣の組織、シビリアンコントロールの原則、内閣総理

大臣の地位、内閣の権能と責任を理解することができ

る。 

Ａ

内閣 

議院内閣制 議院内閣制の本質を理解することができる。 Ａ

司法権の意味と範囲 司法権の概念、司法権の範囲、司法権の限界を理解する

ことができる。 
Ａ

裁判所の組織と権能 裁判所の組織、裁判官の地位、最高裁判所の規則制定権

の意義を理解することができる。 
Ｂ

裁判所 

司法権の独立 司法権独立の意義と内容を理解することができる。 Ａ

財政 財政民主主義、租税法律主義を理解することができる。 Ｂ財政・地方自

治 地方自治 地方自治の本旨、地方公共団体の機関、条例の意義を理

解することができる。 
Ｂ

憲法保障の類型 抵抗権及び国家緊急権を理解することができる。 Ｃ

違憲審査制 違憲審査権の根拠、性格、付随的違憲審査制の特質、違

憲審査の主体と対象、違憲判断の方法と判決の効力を理

解することができる。 

Ｂ

統治機構 

憲法の保障 

憲法改正の手続と限

界 

硬性憲法の意義、憲法改正の手続、憲法改正の限界を理

解することができる。 
Ａ

 



文学概論の基礎・基本 

 

 

１．細目数 

 

 

 

２．項目とそれらの内容 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

日本の近代詩の歴史背景が理解できる C 近代詩 

日本の近代詩の表現の仕組みを理解で

きる 

B 

日本の現代詩の歴史背景が理解できる C 現代詩 

日本の現代詩の表現の仕組みを理解で

きる 

A 

短歌の表現の仕組みを理解できる B 

俳句の表現の仕組みを理解できる B 

定型詩 

日本の定型的近代詩の表現の仕組みを

理解できる 

C 

押印詩の仕組みを理解できる A 欧米の詩 

自由韻律詩の仕組みを理解できる A 

歌詞 歌詞と詩の違いを理解できる B 

韻文作品 

批評 韻文作品を批評できる A 

劇作品の構成 ドラマ作品の構成法を理解できる A 

劇作品の演出 ドラマ作品の演出法を理解できる A 

台詞 ドラマ作品の台詞の表現方法を理解で

きる 

B 

人物イメージ ドラマ作品における人物イメージの役

割について理解できる 

A 

劇作品 

批評 劇作品について批評できる A 

リアリズム リアリズムの表現について理解できる B 

分類 項目 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

韻文作品 ４ ４ ３ １１ 

劇作品 ４ １ ０ ５ 

文学概論 

散文作品 ２ ３ ０ ５ 

細目数計 １０ ８ ３ ２１ 



シュールリアリズム シュールレアリズムの表現について理

解できる 

B 

モダニズム モダニズムの表現について理解できる B 

ポスト・モダン ポスト・モダンの傾向について理解で

きる 

A 

  

批評 表現方法・時代思潮の特徴を踏まえて、

散文作品を批評できる 

A 

 

 

 



 韓国語Ⅰ の基礎・基本 

 

１．細目 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

基本 12 5 1 18 ４学年 

（２単位） 応用 3 3 2 8 

細 目 数 計 15 8 3 26 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

ハングル文字（１
） 

ハングルの創製背景、及び文字の特徴が理解でき、基本
的知識を理解することができる。 

A オリエンテーシ

ョン 
基本子音、母音 基本子音、母音を理解し、文字の組み立てができ、それ

ぞれの性格を理解することができる。 
A 

バッチム バッチムが理解でき、細かい発音を理解することができ

る。 

A ハングル文字

（２） 

基本的な挨拶と自

己紹介 １ 

韓国の挨拶と簡単な自己紹介ができ、基本的な表現方法

を理解することができる。 

A 

連音化 連音化などの発音の変化が理解でき、明確な発音を理解
することができる。 

A ハングル文字

（３） 基本的な挨拶と自
己紹介 ２ 

基本的な挨拶ができ、意味を理解し、目的に応じて用い
ることができる。 

A 

指定詞 指定詞の意味を理解し、正確に用いることができる。 A 韓国語で名前を

書く 日本語の韓国語表

記法 

日本語での韓国語表記方法を理解する。 B 

存在詞の否定形 存在詞の否定形を理解でき、目的に応じた文章を書くこ

とができる。 

A 存在詞と下さい

の表現 

下さいの表現 下さいの表現を理解でき、目的に応じた文章を書くこと

ができる。 

A 

存在詞の疑問形 存在詞の疑問形が理解でき、正しい文法を理解すること
ができる。 

B 存在詞の疑問形 

曜日 曜日を韓国語で言うことができ、表現に用いることがで
きる。 

A 

固有数字と漢数字 固有数字と漢数字が理解でき、用い方を理解する。 A 数詞 

単位 色々な単位が理解でき、用い方を理解する。 B 

数詞と単位 様々な単位と数字 様々な単位と共に、数字が自由に表現することができる
。 

B 

位置代名詞 韓国語で位置代名詞の表現が理解でき、場面に応じた表
現をすることができる。 

C 位置・ 方向の表

現 
方向 韓国語で方向の表現が理解でき、場面に応じた表現をす

ることができる。 

B 

基本 

 

存在詞、指定詞

と位置・方向 

存在詞、指定詞と位

置・方向の表現 

韓国語で「～の方ですか」の表現ができ、文章を構築す
ることができる。 

A 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

韓国の食べ物と食

文化 

韓国の食べ物と食文化が理解でき、韓国文化に対する理
解を深める。 

C 韓国の食文化 

注文の表現 注文の表現を理解し、用いることができるようにする。 B 

動詞の活用（１） 합니다体の作り方 합니다体の作り方が理解でき、適切な表現をすることが
できる。 

B 

家族の文化 韓国の家族の文化を理解することができる。 C 家族と言葉 

家族構成員の呼び

方 

家族構成員の呼び方を韓国語で言うことができる。 A 

動詞の活用（２） 해요体の作り方 해요体の作り方が理解でき、正確に用いることができる
。 

A 

趣味の表現 職業、趣味の表現 職業、趣味の表現ができ、正確に用いることができる。 B 

応用 

自己紹介 自己紹介 家族構成、歳、趣味など自己紹介ができる。 A 

 



中国語Ⅰの基礎・基本 

 

 

１．細目数 

 

 

 

２．項目とそれらの内容 

 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分 

ビンイン表記 ビンイン表記の原則が理解できる A 

母音 母音を正しく発音できる A 

子音＋母音 子音+母音を正しく発音できる A 

声調 声調を正しく発音できる A 

有気音・無気音 有気音・無気音を正しく発音できる B 

複韻母 複韻母を正しく発音できる B 

発音 

鼻音を伴った韻母 鼻音を伴った韻母を正しく発音できる B 

名詞述語文 名詞述語文を理解し、正しく使用でき

る 

A 

指示代詞 指示代詞を理解し、正しく使用できる A 

形容詞述語文 形容詞述語文の組み立て、形容詞を理

解し、正しく使用できる 

B 

助詞 「的」を理解し、正しく使用すること

ができる 

B 

肯定文 肯定文を理解し、正しく使用すること

ができる 

A 

否定文 否定文を理解し、正しく使用すること

ができる 

A 

文の組み立て 

疑問文 疑問文を理解し、正しく使用すること

ができる 

B 

分類 項目 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

発音 4 3 0 7 

文の組み立て 4 3 0 7 

存在表現 3 1 0 4 

中国語Ⅰ 

時間表現 1 2 0 3 

 可能表現 0 0 2 2 

細目数計 12 9 2 23 



数詞 数詞を理解し、正しく使用することが

できる 

A 

量詞 量詞を理解し、正しく使用することが

できる 

A 

話法 話法を理解し、正しく使用することが

できる 

A 

存在表現 

存在動詞 存在動詞を理解し、正しく使用するこ

とができる 

B 

時刻 時刻の言い方を理解し、正しく使用す

ることができる 

A 

日付 日付の言い方を理解し、正しく使用す

ることができる 

B 

時間表現 

曜日 曜日の言い方を理解し、正しく使用す

ることができる 

B 

能 可能の能を理解し、正しく使用するこ

とができる 

C 

 

可能表現 

会 可能の会を理解し、正しく使用するこ

とができる 

CS 

 

 

 



 線形代数Ⅲ の基礎基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４学年 

（１単位） 
行列の応用 ８ ３ １ １２ 

細 目 数 計 ８ ３ １ １２ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

線形変換の定義と性質 線形変換の定義と性質を理解し、基本的

な問題を解くことができる。 
Ａ 

合成変換 合成変換の定義を理解できる。 Ａ 

逆変換 逆変換の定義を理解できる。 Ａ 

回転を表す線形変換 回転を表す行列を理解し、基本的な問題

を解くことができる。 
Ａ 

線形変換 

直交変換 直交変換と直交行列の定義を理解し、基

本的な問題を解くことができる。 
Ｂ 

固有値 固有値の定義を理解できる。 Ａ 

固有ベクトル 固有ベクトルの定義を理解できる。 Ａ 

固有方程式 固有方程式を解き、固有値を求めること

ができる。  
Ａ 

行列の対角化 

（２次，３次） 

２次、３次の行列の固有値、固有ベクト

ルを求め、対角化ができる。 
Ａ 

対称行列の対角化 直交行列による対称行列の対角化がで

きる。 
Ｂ 

２次形式の標準形 対称行列の対角化を利用して２次形式

の標準形を求めることができる。 
Ｂ 

行列の応用 

固有値と 

その応用 

行列のｎ乗 対角化を利用して行列のｎ乗を求める

ことができる。 
Ｃ 

 



 微分方程式 の基礎基本 
 

１． 細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

常微分方程式 ６ ４ ２ １２ ４学年 

（２単位） 演算子法 ５ ２ ０ ７ 

細 目 数 計 １１ ６ ２ １９ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

変数分離形 変数分離形の微分方程式が解ける Ａ 

同次形 同次形の微分方程式が解ける Ａ 

線形 定数変化法を用いて線形微分方程式が解ける Ａ 

ベルヌーイ形， 置換によりベルヌーイ形の微分方程式が解ける Ｂ 

リッカティ形 特殊解によりリッカティ形の微分方程式が解ける Ｂ 

完全微分形， 積分因子を用いて完全微分形の微分方程式が解ける Ｂ 

１階微分方

程式 

応用 クレロー形，ラグランジュ形，ダランベール形の微分方程

式が解ける 

Ｃ 

解の性質 解の一次独立と重ね合わせの原理を理解する Ａ 

解の公式 補助（特性）方程式の３種類の解に応じて、同次（斉次）

線形微分方程式の３種類の解の公式が対応していること

を理解し、具体的に求めることができる 

Ａ 

右辺＝整関数、指数関数、三角関数の非同次（斉次）線形

微分方程式が未定係数法により解ける 

Ａ 未定係数法 

右辺＝複合関数の非同次（斉次）線形微分方程式が未定係

数法により解ける 

Ｂ 

常微分方

程式 

２階微分方

程式 

階数低下法 置換により高階微分方程式が解ける Ｃ 

微分演算子 微分演算子法の計算ができる Ａ 

逆演算子 逆演算子の性質を理解し計算ができる Ａ 

山辺の方法により、右辺＝整関数の場合の非同次（斉次）

線形微分方程式の特殊解を求めることができる 

Ａ 

右辺＝指数関数の場合の非同次（斉次）線形微分方程式の

特殊解を求めることができる 

Ａ 

オイラーの公式により、右辺＝三角関数の場合の非同次

（斉次）線形微分方程式の特殊解を求めることができる 

Ａ 

特殊解の求め方

 

右辺＝複合関数の場合の非同次（斉次）線形微分方程式の

特殊解を求めることができる 

Ｂ 

演算子法 微分演算子 

連立微分方程式 連立微分方程式が解ける Ｂ 

 



 統計学 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

確率分布 ９ ４ ０ １３ 

標本と統計的推定 ９ ４ １ １４ 
４学年 

（１単位） 
統計的検定 ２ ３ ２ ７ 

細 目 数 計 ２０ １１ ３ ３４ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

一様分布 一様分布の定義が理解できる Ａ

一様分布の平均と分散 一様分布の平均と分散を求めることができる Ａ

指数分布 指数分布の定義が理解できる Ａ

確率分布 

ポアソン分布 ポアソン分布の定義を理解し，確率を求めること

ができる 

Ｂ

正規分布 正規分布の定義が理解できる Ａ

正規分布の平均と分散 正規分布の平均と分散を求めることができる Ｂ

標準化変換 標準化変換を用いて正規分布の確率を求めるこ

とができる 

Ａ

正規分布 

 

二項分布の正規分布に

よる近似 

二項分布の確率を正規近似で求めることができ

る 

Ａ

２次元確率変数 ２次元確率変数の概念を理解できる Ａ

確率変数の独立 確率変数の独立の定義を理解できる Ａ

同時確率分布 同時確率分布の定義を理解できる Ｂ

確率変数の和の平均 平均の性質を理解できる Ａ

確率変数と確

率分布 

２次元の確率変

数 

確率変数の和の分散 分散の性質を理解できる Ｂ

無作為標本 無作為標本の概念を理解できる Ａ

標本分布 標本分布の概念を理解できる Ａ

標本平均の平均 標本平均の平均を理解できる Ａ

標本平均の分散 標本平均の分散を求めることができる Ｂ

標本平均の分布 標本平均の分布を求めることができる  Ａ

中心極限定理 中心極限定理の意味を理解できる Ｃ

標本比率 標本比率が正規分布で近似できることを 

理解できる 

Ｂ

カイ２乗分布 カイ２乗分布の確率をカイ２乗分布表から求め

ることができる 

Ａ

統計量と標本分

布 

ｔ分布 ｔ分布の確率をｔ分布表から求めることができ

る 

Ａ

点推定 点推定を概念を理解できる Ａ

区間推定 区間推定の概念を理解できる Ａ

母分散既知の場合の母平均の区間推定を求める

ことができる 

Ａ母平均の区間 

推定 

母分散未知の場合の母平均の区間推定を求める

ことができる 

Ｂ

標本と統計的

推定 

母数の推定 

母比率の区間推定 母比率の区間推定を求めることができる Ｂ



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

仮説検定 仮説検定の意味を理解できる Ａ

対立仮説と帰無 

仮説 

対立仮説と帰無仮説の概念が理解できる Ｂ

母分散既知の場合の母平均の検定ができる Ａ母平均の検定 

母分散未知の場合の母平均の検定ができる Ｂ

母数の検定 

母比率の検定 母比率の検定ができる Ｂ

適合度検定 適合度検定ができる Ｃ

統計的検定 

 

 

カイ２乗検定 

独立性の検定 独立性の検定ができる Ｃ

 



 数学演習 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

微分法 14 4 1 19 

積分法 6 1 2 9 

微分方程式 4 2 1 7 

４学年（前期） 

（１単位） 

線形代数 12 5 2 19 

細 目 数 計 36 12 6 54 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

和・差の導関数 基本関数の実数倍，和・差の導関数が求められる Ａ 導関数の性

質 積・商の導関数 基本関数の積・商の導関数が求められる Ａ 

合成関数の微分法 合成関数の微分法の公式を理解する Ａ 合成関数の

導関数 べき乗の導関数 整式のべき（実数）乗の導関数が求められる Ａ 

弧度法（ラジアン）の定義を理解する Ａ 

60分法を弧度法に，弧度法を60分法に直すことができる Ａ 

微分・積分では弧度法を用いることを理解する Ａ 

弧度法 

関数電卓などの計算機では，60分法（DEG）と弧度法（RAD）

の切り替えが必要である 

Ｂ 

三角関数の導関数 公式を利用して，三角関数の導関数を求めることができる Ａ 

三角関数と逆三角関数の関係を理解する Ａ 

逆三角関数の値（主値）を求めることができる Ａ 

逆三角関数 

関数電卓などの計算機では，sin-1，arcsin，Asinなどのよう

に表す 

Ｂ 

逆三角関数の導関数 公式を利用して，逆三角関数の導関数を求めることができる Ａ 

自然対数の底（e）の定義を理解する Ｂ 

無理数eのおおよその値を理解する Ａ 

eを底とする対数を自然対数と呼び，微分・積分ではeを省略

してlogと表すことを理解する 

Ａ 

自然対数 

関数電卓などの計算機では，自然対数をlnで表す（常用対数

をlogで表す） 

Ｂ 

公式を利用して，eを底とする指数・対数関数の導関数を求

めることができる 

Ａ 

微分法 

基本関数の

導関数 

指数関数・対数関数

の導関数 

底がe以外の指数・対数関数の導関数を求めることができる Ｃ 

不定積分の公式 公式を利用して，基本関数の不定積分を求めることができる Ａ 基本関数の

積分 定積分の計算 公式を利用して，基本関数の定積分の値を求めることができ

る 

Ａ 

不定積分の置換積分

法 

基本的な置換を用いて，不定積分を求めることができる Ａ 

基本的な置換を用いて，定積分の値を求めることができる Ａ 

積分法 

置換積分法 

定積分の置換積分法

置換積分法を利用して，定積分の値を求めることができる Ｃ 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

部分積分法を用いた基本的な不定積分を求めることができ

る 

Ａ 不定積分の部分積分

法 

部分積分法を利用して，不定積分の公式を導くことができる Ｃ 

部分積分法を用いた基本的な定積分の値を求めることがで

きる 

Ａ 

積分法 

(続き) 

部分積分法 

定積分の置換積分法

積分区間が0からπ/2までとき，サインまたはコサインの自

然数乗の定積分の値を求めることができる 

Ｂ 

一般解 一般解の意味，および，微分方程式の階数と任意定数の個数

との関係を理解する 

Ａ 微分方程式

の解 

特殊解 特殊解の意味を理解する Ａ 

変数分離形 基本的な変数分離形の微分方程式の解が求められる Ａ 

同次形 基本的な同次形の微分方程式の解が求められる Ｃ 

１階微分方

程式 

１階線形 基本的な１階線形微分方程式の解が求められる Ｂ 

定数係数斉次 特性方程式を用いて，定数係数斉次２階線形微分方程式の解

を求めることができる 

Ａ 

微分方程

式 

２階線形微

分方程式 

定数係数非斉次 斉次の一般解と非斉次の１つの解をもとめ，定数係数非斉次

２階線形微分方程式の解を求めることができる 

Ｂ 

ベクトル ベクトルと有向線分の関係を理解する Ａ 

平面上のベクトルの１次（線形）結合の成分を求めることが

できる 

Ａ ベクトルの成分 

平面上のベクトルの大きさ（長さ）を求めることができる Ａ 

内積の定義を理解する Ａ 

平面上のベクトルの成分から内積を求めることができる Ａ 

ベクトル 

ベクトルの内積 

内積を利用して，平面上のベクトルのなす角を求めることが

できる 

Ａ 

行列の定義を理解する Ａ 

同じ型の行列の１次（線形）結合の成分を求めることができ

る 

Ａ 

２次の正方行列の積を求めることができる Ａ 

行列 

積が意味をなす行列の積を求めることができる Ｂ 

逆行列の定義を理解する Ａ 逆行列 

公式を用いて，正則な２次の正方行列の逆行列を求めること

ができる 

Ａ 

連立１次方程式と行列の関係を理解する Ｂ 

ガウスの消去法を用いて，連立１次方程式の解を求めること

ができる 

Ｂ 

連立１次方程式と逆行列の関係を理解する Ｂ 

行列 

連立１次方程式と行

列 

ガウスの消去法を用いて，正則な正方行列の逆行列を求める

ことができる 

Ｃ 

２次の行列式 ２次の行列式の値を求めることができる Ａ 

３次の行列式 サラスの方法を用いて，３次の行列式の値を求めることがで

きる 

Ｂ 

線形代数 

行列式 

行列式の性質 行列式の性質を利用して，行列式の値を求めることができる Ｃ 

 



 宇宙科学概論 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

基礎事項 ３ ２ １ ６ 

太陽と銀河 ６ ６ ２ １４ 

惑  星 ２ ６ ２ １０ 

４学年 

（１単位） 

宇宙論 ０ １ １ ２ 

細 目 数 計 １１ １５ ６ ３２ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

天文学的数値 身近な数値に置き換えて説明できる  B 

天体運動① ケプラーの法則が説明できる  A 

天体運動② 惑星の会合周期が計算できる  B 

第１宇宙速度 軌道運動の速度が計算できる  A 

第２宇宙速度 脱出速度が計算できる  A 

基礎事項 基礎的力学 

ロケット 最終速度について説明できる  C 

赤方変位 光のドップラー効果から赤方変位を計算できる。  B 

ハッブルの法則 ハッブルの法則について説明できる。  A 

ビッグバン ビッグバンについて説明できる  B 

熱放射① 放射エネルギーが計算できる  A 

恒星と銀河 

熱放射② 熱放射物体の温度が推定できる  A 

天文単位 １天文単位の意味と数値を説明できる  A 

太陽常数 太陽常数の意味と数値を説明できる  A 

太陽エネルギー エネルギー源について説明できる  B 

磁力線 磁力線の張力、磁気圧の考え方について説明できる  C 

プラズマ① プラズマの特徴を説明できる  A 

プラズマ② 磁界中のプラズマの運動の特徴を説明できる。  C 

太陽黒点 太陽黒点の特徴を説明できる  B 

太陽フレアー 太陽フレアーとは何か説明できる  B 

太陽と銀河 

太 陽 

太陽風 太陽風の特性を説明できる  B 

地磁気 地磁気の特徴を説明できる  B 

磁気圏 磁気圏の特徴を説明できる  C 

惑星① 内惑星と外惑星の特徴を説明できる  B 

惑星② 地球と金星の相違点を説明できる  A 

太陽－惑星系の

科学 

年代測定 放射性同位元素による年代測定について簡単な計

算ができる 

 A 

大気層の区分 大気層の区分について説明できる  B 

電離層 電離層の成因と特徴を説明できる  C 

オゾン層 オゾン層の成因と特徴を説明できる  B 

大気圧 大気圧の高度変化が概算で計算できる  B 

惑  星 

地球の大気 

 

 

青空と夕陽 青い空と赤い夕陽の説明ができる  B 

夜空の暗さ 夜空の暗さの説明ができる  B  宇宙論  宇宙論 

膨張宇宙 膨張宇宙の力学的説明ができる  C 

 



 物理学演習 の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

力学(質点と剛体の運動) ３ ２ １ ２ 

熱力学 １ １ ０ １ 

波動 ０ １ ０ １ 

電磁気 ２ ０ ０ １ 

４学年 

（１単位） 

原子物理 １ １ ０ １ 

細 目 数 計 ７ ５ １ ６ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

物理定数 万有引力定数 自然界には万有引力定数や光速度等の基本的な定数

が幾つかあることについて、理解できる。 

Ｂ 

運動の法則 Newton の運動の３法則を理解できる。 Ａ 

運動状態 質点についてのNewtonの運動方程式を立てて、加速度

そして速度さらには変位が求められる。 

Ａ 

運動量と力積 運動量と力積の関係、そして「運動量保存の法則」を

理解できる。 

Ｂ 

仕事(energy) 「エネルギー保存の法則」を理解できる。 Ａ 

力学 

 質点の運動 

 剛体の回転 物体の運動 

剛体の回転 剛体の慣性モーメントを導出し、剛体の回転運動を調

べることができる。 

Ｃ 

熱力学の法則 熱がエネルギーの一種であること及び「熱力学の法

則」を理解し、またエントロピーが求めることができ

る。 

Ｂ  熱力学 熱の本性 

気体のする仕事 等温変化と断熱変化における、気体のする仕事を求め

ることができる。 

Ａ 

波動 波動方程式 波動方程式 弦を伝わる振動等について、波動方程式を導ける。 Ｂ 

Coulombの法則 Coulombの法則、電界、電位そしてGaussの定理を理解

できる。 

Ａ 電磁気 電界と磁界 

Ohmの法則 Ohmの法則、電流の作る磁界、電流が磁界から受ける

力、Lorentz力そして電磁誘導について理解できる。

Ａ 

放射線 α・β・γ線(Ｘ線)の違いを理解できる。 Ａ 原子物理 極微の世界 

二重性 粒子性と波動性の二面性を理解できる。 Ｂ 

 


	日本語表現
	保健体育
	英語Ⅳ
	ドイツ語Ⅰ
	哲学
	倫理学
	社会概説Ⅰ
	社会概説Ⅱ
	文学概論
	韓国語Ⅰ
	中国語Ⅰ
	線形代数Ⅲ
	微分方程式
	統計学
	数学演習
	宇宙科学概論
	物理学演習

